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こゝに記載 した内容は著者がかってパプアニューギニア (以f PNG と略記載する)を三度にわた り
(1972,1975,1981)現地調査を行ない知 り得た事柄を中心として構成されている｡ 当初この内容は所内用
に的試し,配布したものであるが, こ｣に改めて資料として公刊することとした｡ さきに配布 した時期






はじめに 日本の1.4倍の国土面積 (46万2千 km2)を有するパブ7ニュ-ギニアは本島部と島峡部にわ
けて認識されるが,共に優良な熱帯林がみられ,有用材の蓄積も伐採に採算可能な 50m3/haを上廻る地域
が多い｡
多くの日系資本が導入され,伐採 ･開発が行なわれたが, こ 暫ゝらくは企業の撤退が進み現在も残ってい
るのは JANT (本州製紙系,マダン)と日商岩井 (ホスキンス)の両企業ぐらいとみられている｡撤退の
理由としては幾つかの原因が挙げられるが,商策上不成立に終る商談が増え,中間経費の増大,治安の不良
化等がこれに関連づけられるとみられている｡ こ でゝは最近の資料が入手し難くなった為,や 古ゝいデータ
を用いて説明することにした｡
最近の林業自書1)からみると PNG から丸太輸出は 1,405千m3でその6割を先進国-,残 りを途上国へ
輸出しているが日本には 801千 m 3が入っており,PNG 産の57.0%に相当する｡ 日本が PNG にとって










マダン等)を除けば殆ど沖積みの形であり伐採地に最寄りの錨地で船積みを行なう｡ 多くの島では リー フ
(珊瑚礁)が張出しているため, リー フの裂目を見付けるのが大変である｡ 一般に 5千～8千m3 積載の貨
物船が多く,通常満船時で 6千m3 と考えて良い｡従って一般平均 5千m3 として毎月6隻の配船で,年間
約70隻の総計が35万m3 となり得る｡
pNG の商用樹種としては専門業者によりPNG 材の約30種近くのものが単独樹種 として取引されてお
り,この他に約10種類の樹種が混合材 (白文は赤 ;whitemix,redmix)として加工業者に買取られてい
る｡具体的には第 1表のようになる｡この表は ｢新しい南洋材｣ (中部木材検量株式会社内,熱帯材研究グ
ループ刊 (非売品))のリストを拝借したが ○印は単独樹種を,□印は混合材相当材を示している｡ 一般に
業界で喜ばれているのはペンシルシダーであろうか｡
PNG材の価格について触れると,当時 (1981)日本で販売されている価格は高価なもので 28,800円/m3
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サソダルウッドは 1,500uS･S/tで申請次第 で若干け摘ミあるようであるが最高 の価格をつけ,その他では
クイラ (Kwila)の 175U･S･Sが高く.各樹種群に対する等級段階 (6段階)に基き価格は下 り,最低ラン
クで 40U.S.S となっている｡
こゝで等級表示に使われ記号 S･S･P,S･P･1,S･P･2,S･S･1,S･S･2,S･S･3とは順次 SpecialPeeler,Prime























































PNG からの資源となる樹種について P.Eddowes氏の著書3)から取 り出してみると
1. 主要輸出材 (広葉樹) 29種





























































5･ ', eucaTLyPilfoliaZipp･etMiq･( ,^ )
6. '^ marina(Forsk.)Vierh.( '^ )ヒルギダマシ
7. ' oHl'cinalisL.( '/ )ヒルギダマシ
8･ BruguieracJlindrica(L･)Bl･(Rhizophoraceae)シロバナヒルギ
9. ' exaristataDingHou( 〃 )
10･ ク gymTWrrhiza(L.)Lamk( '7 )ボニガクヒルギ
Il. '^ hainesiiC.G.Rogers( 〝 )
12･ ', par瑚 ora(Roxb･)Wight& Arn･( I/ )ヒメヒルギ
13. ' sexangula(Lour･)Poir･( ', )
14･ CamptoslemonschuliziiMast.(Bombacaeae)
15･ CerberajlolibundaK･Sch.(Apocynaceae)
16. '/ manghasL.( ' )
17･Ceriopsdecandra(Roxb.)DingHou(Rhizophoraceae)ミフクラギ










29. '/ mucronataLank.( '^ )オオバヒルギ (マ-ヤマヒルギ)
30･ 'y sIJlosaGrif.( 寸 )
31･SomeratiaalbaSm･(Sonneriatiaceae)マヤブシキ
32･ 〃 Caseolaris(L.)Engl.( 'y )ホソバマヤブシキ
33･ ', ouataBacker( ' )
34･ XJlocarpusaustralasicusRidl･(Meliaceae)
35･ ', granalumKoenig( '7 )ホウガソヒルギ
36･ '/ moluccensis(Lamk)Roem.( '/ )
シウムほ植物に有害なナ トリウムの濃度を抑えるのに役立っている｡ 概ね Avicenniaspp･と Rhizophora




1･ 高脚型 (StiltRoots)を示すのが Rhizophorasppの特徴であり,他にも MJrislicasppや Lumni-
lJCeraSppにみられる｡








I. Sonleratia帯 :風と潮から守る役目を果し,水側に S.Caseolaris,陸側に S.albaが生える｡
2. Auicennia帯 .･水側から順に A･marina,A.alba,A.eucalMilfoliaが生える｡














次には R･apiculataや Bruguierasppが生育し,最後に Xylocarpus,Lam,lilzera,FIeriliera属の樹木が












燃料としてほ晋からヒルギ科の樹木が良く使われ, とくに木炭原料 として Rhizophoraspp.と Ceriops
sppの評価が高く,次で Pemphisspp,Heritieraspp,XJlocarpuSSPPが挙げられるが木炭としてほ晶質が
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